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技別 19-1





技別 19-3    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

- ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＴＣ仕様 トランザクション機能手順 

- ＮＴＴ－Ｑ７１１ ＳＣＣＰ仕様 信号接続制御部（ＳＣＣＰ）の機能 

- ＮＴＴ－Ｑ７１３ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰフォーマットとコード



技別 19-4    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

示す。本標準においては、ＮＴＴ東日本またはＮＴＴ西日本を指す。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

2.3.4 網Ｂ 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3. 基本的考え方 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 
 

4.









技別 19-8    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

ビスの例としてフリーホン等がある。 

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｑ．１２１４付録１、Ｑ．１２１８付録２はコールパーティハンドリングの概念を紹介し、

部分的解決案について提案している。ＩＮ 能力セット２は、コネクションビューアプローチ、コネクショ

ンビューのオブジェクト指向ム







技別 19-11    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

 

利用可能な情報： 

 ＳＳＦ／ＣＣＦが情報収集の完了を決定した後、ＳＳＦ／ＣＣＦは呼の発側部に関連した以下の利用

可能な情報を持つことが想定される。 

    － 契約者番号（Contractor Number）、発番号（Calling Party Number）、伝達能力（Bearer  

Capability）、サービスプロファイル識別子（Service Profile Identifier）、他のフィーチャ関連

情報 － この情報は、ＰＩＣ１で定義された条件に基づき各アクセス種別に利用可能である。 

    － 収集情報（Collected Information）は、以下に記述されている。 

 

 非ＩＳＤＮ加入者線やＤＳＳ１インタフェースからの収集情報は、以下の１つもしくはそれ以上から

なる。 

    － フィーチャアクティベーション（Feature activation） － ＮＴＴ－Ｑ９３２ フィーチャア

クティベーション情報要素参照。









技別 19-15    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

 









技別 19-19    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 



技別 19-20    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

6.1 概要 

 ▼ＳＣＦのモデルを図 2-6-1/NTT-Q1228-b に示す。このモデルの目的は、ＳＣＦに関するサービス論理処

理についての枠組みを提供することであるが、本ＳＣＦは網Ｂに配備されるため、本仕様ではこのＳＣＦの

適用を含んでいない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 サービス制御機能（ＳＣＦ）の主要な機能は、サービス論理処理プログラム（ＳＬＰ）の形で提供される

サービス論理の実行であり、従って、サービス論理選択／相互動作管理、機能エンティティアクセス管理、

ＳＬＰ供給管理などの、ＳＬＰ実行をサポートする機能ゃに波



技別 19-21    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

－ ユーザ相互動作機能 

－ 網間ハンドオフ機能 

－ 網Ａ、網ＢのＳＳＦの同時制御機能 

－ 発着同時ユーザ相互動作機能 

 









技別 19-25    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

12.4.4.126 料金区域情報(Charge Area Information)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.127 契約者番号(Contractor Number)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.128 解放条件 (Release Condition)  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.10 情報要素割e規造5 

 



技別 19-26    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

第３編 物理プレーン (Physical Plane) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

1. 概要 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2. 要求条件と仮定 

2.1 要求条件 

物培ーキ�+キ�+!i妻�Pﾟ(+rｱ���ｯ傾*ｲす� ）9



技別 19-27    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 







技別 19-30    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

3.1.3.1 ＮＯ．７信号方式のＩＮＡＰ信号輻輳制御 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

3.1.4 ＩＮＡＰアドレッシング 



技別 19-31    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 



技別 19-32    





技別 19-34    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

  applicationTimer [1] ApplicationTimer 

  } 

  

-- ＳＣＦは無応答イベントのためにＳＳＦ内にタイマを設定してもよい。もしユーザが割り当て時間内に 

-- 呼に応答しない場合、ＳＳＦはＳＣＦにイベントを通知する。 

 

EventSpecificInformationBCSM {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= CHOICE { 

 oCalledPartyBusySpecificInfo [3] SEQUENCE { 

   busyCause [0] Cause {bound} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 oNoAnswerSpecificInfo [4] SEQUENCE { 

   --特定の情報は定義されていない -- 

   ... 

   }, 

 oAnswerSpecificInfo [5] SEQUENCE { 

 --特定の情報は定義されていない --  

   ... 

   }, 

 oDisconnectSpecificInfo [7] SEQUENCE { 

   releaseCause [0] Cause {bound}      

  OPTIONAL, 

   connectTime [1] Integer4 OPTIONAL, 

    ... 

   }, 

 oAbandon [21] SEQUENCE { 

   abandonCause [0] Cause {bound} OPTIONAL, 

   ... 

   }, 

 } 

-- イベントに特有な呼関連情報を示す。 

-- ▼接続時間(connectTime)は、着信者から応答表示を受信してから発側－切断(ODisconnect) 

-- イベントでコネクションを解放するまでの間の期間を示す。 

-- 接続時間(connectTime)の単位は１００ミリ秒である。 

--無応答イベント報告時及び応答イベント報告時にそれぞれ oNoAnswerSpecificInfo、oAnswerSpecificInfo 

-- パラメータを選択して送信することはない。▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

EventTypeBCSM ::= ENUMERATED { 

 origAttemptAuthorized(1), 

 analysedInformation(3), 

 oCalledPartyBusy(5), 



技別 19-35    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

 oNoAnswer(6), 

 oAnswer(7), 

 oDisconnect(9), 

 oAbandon(10) 

 } 



技 別 1 9 - 3 6





技別 19-38    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

 scfID [3] ScfID  { bound } OPTIONAL,  

 releaseCondition [4] ReleaseCondition { bound } DEFAULT  

                                         specifiedCallSegmentID : initialCallSegment,  



技別 19-39    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

ROS-OBJECT-CLASS,  

Code  

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 



技別 19-40



技別 19-41    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

-- 網運用者拡張のフルセット -- } 

 

-- SupportedExtension は網運用者拡張のフルセット。 

 

PARAMETERS-BOUND ::= CLASS 

{ 

 &maxBearerCapabilityLength INTEGER, 

 &minCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCalledPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &maxCallingPartyNumberLength INTEGER, 

 &minCallingPartySubaddressLength INTEGER,  

 &maxCallingPartySubaddressLength INTEGER,  

 &maxCauseLength INTEGER, 

 &minDigitsLength INTEGER, 

 &maxDigitsLength INTEGER, 

 &minGenericNumberLength INTEGER, 

 &maxGenericNumberLength INTEGER, 

 &minReasonLength INTEGER, 

 &maxReasonLength INTEGER, 

 &minScfIDLength INTEGER, 

 &maxScfIDLength INTEGER, 

 &numOfBCSMEvents INTEGER, 

 &numOfCSs INTEGER, 

 &numOfExtensions INTEGER, 

 &numOfGenericNumbers INTEGER, 

 &numOfLegs INTEGER, 

-- ＴＴＣ固有   

 &minTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &maxTtcChargeAreaInformationLength INTEGER,  

 &minTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &maxTtcContractorNumberLength INTEGER,  

 &numOfInitiateTemporaryConnections INTEGER  

 

} 

WITH SYNTAX 

{ 

 MAXIMUM-FOR-BEARER-CAPABILITY &maxBearerCapabilityLength 

 MINIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &minCalledPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLED-PARTY-NUMBER &maxCalledPartyNumberLength 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &minCallingPartyNumberLength 

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER &maxCallingPartyNumberLength 



技別 19-42    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &minCallingPartySubaddressLength  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS &maxCallingPartySubaddressLength  





技別 19-44















技別 19-51    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

ＮＡＬパ 

-- ラメータが、いつメッセージに含められるかについては、１７章のトリガ検出ポイント処理ルールを参照のこと。 

-- 端末種別(terminalType)のＯＰＴＩＯＮＡＬは、たとえＳＳＦがこの情報を持っていても発側または着側ローカル交 

-- 換局でのみ適用されることを示す。 



技別 19-52    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

    unexpectedDataValue | 



技別 19-53    











技別 19-58    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

定パスと発／着レグとの接続前）。本ケースでは、発側－切断（O_Disconnect）ＤＰは発／着レグに対して必ず設

定されていなければならない点に注意。 

－ 全ＣＳ内の暫定パス、発側レグ（着側切断の場合）、及び着側レグ（発側切断の場合）を解放し、イベントが









技別 19-62











技別 19-67    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

－ 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

－ 順方向接続切断（DisconnectForwardConnection） 

－ アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument） 

－ 接続（Connect） 

－ 継続（Continue） 

－ 呼解放（ReleaseCall） 

－ ＳＳＦ／ＳＲＦインタフェース対向ＦＳＭ内のアプリケーションタイマ Tassist/hand-off が満了した場合 

この場合、まだ関連するＦＳＭが存在している。このイベントは同一状態への遷移を引き起こす。 

－ （ＩＥ３）遷移なし外部イベント：これは外部イベントであり、他のＦＥからのイベントを受信時に引き起こさ





技別 19-69    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

を含むかもしれない。 

▼このパラメータにて設定される着番号の最大は１９桁である。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

－ 相関ＩＤ（correlationID） 

このパラメータは、網Ｂ内のＳＳＦへの接続が確立したことを、網ＢのＳＳＦから網ＢのＳＣＦ  

に通知するケースにおいて、網Ａの起動ＳＳＦからの要求と対応づけるためにＳＣＦによって用  

いられる。  

「相関ＩＤ（correlationID）」が、「ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress）」の中に含まれ

ない場合にのみ、「相関ＩＤ（correlationID）」は上記コンテキストで用いられる。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（t�nID） 



技別 19-70    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

17.46 アーギュメント付き順方向接続切断（DisconnectForwardConnectionWithArgument）手順 

                             【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

17.51 エンティティ解放完了（EntityReleased）手順 









技別 19-74    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

注：レグの番号は以下の原則に基づいて付与される。 



技別 19-75    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

定可能であり、解放条件が適用されるのは暫定接続の設定開始後からレグとの接続前までである。 

▼暫定接続起動パラメータ群（iTCParameters）は、常に２つ設定されなければならない。すなわち、常に２つの





技別 19-77    







技別 19-80    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 

はない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

 

オペレーション起動の受信 

 ＴＣ－起動指示プリミティブの受信時に、ＳＡＣＦは以下のことを行なわなければならない。 

－オペレーションコードがＡＣによってサポートされているオペレーションに対応するものでない場合には、適切な

問題コード（認識不能オペレーション）を伴うＴＣ－Ｕ－拒否要求プリミティブを用いて、拒否コンポーネントの

転送を要求する。 



技別 19-81



技別 19-82    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．１） 



















技別 19-91     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

2.3 定義及び用語  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.1 信号網接続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.2 サービス機能  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3.3 網Ａ 

 ▼信号網接続によるサービスの起動を通知し、信号網接続により網Ｂと連携してサービスを提供する網を

示す。本標準におおimI�ＮＮＴＴ％兼傔篇窒ｽ�ＮＴＴ＄ｼ日{篇�wｷ。箕�

















技別 19-99     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 











技別 19-104     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 







技別 19-107     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 順方向接続切断(Diq)匁觀7B�f�'v�&B�)匁觀7F剿竭��ﾇ�存()也F咏VR早� 

(�iｓＴ－Ｑ１２２８－ｂ,R,ﾘ�X�8/�ｴｹn�+R,D鰍,ш��ｪ 

(ﾌD��覆�&VﾆV�qZ @�





技別 19-109     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

d. ＦＥモデルへのマッピング 

 ＳＳＦは、二者間呼セグメント用のＢＣＳＭにおいてＤＰを検出すると、ＳＣＦにこの情報フローを送出

する。 

 

ＳＳＦ事前条件： (1) 発呼手順が起動されている。 

(2) ＤＰにてイベントが検出された。 

(3) ＤＰ基準が合致した。 

(4) ＴＤＰ－Ｒの検出時には、呼セグメントに影響を及ぼす既存の制御相互関

係がない。 

ＳＳＦ事後条件： (1) ＴＤＰ－Ｒの検出により、基本呼処理はＤＰで中断され、制御相互関係が

確立されている。 

ＳＣＦ事前条件： なし。 

ＳＣＦ事後条件： (1) ＳＬＰＩが起動された。 

(2) ＴＤＰ－ＲまたはＥＤＰ－Ｒに対して、ＳＳＦ指示が準備中である。 

 

12.4.3.38 呼セグメント併合 (Merge Call Segments)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.40 レグ移動 (Move Leg)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.51 呼解放 (Release Call)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.53 課金イベント通知要求 (Request Notification Charging Event）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.54 ＢＣＳＭイベント報告要求 (Request Report BCSM Event）【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.62 課金情報送出 (Send Charging Information) 

a. ＦＥ相互関係：ＳＣＦからＳＳＦ 

 

b. 概要 

▼このＩＦは、ＳＳＦが網特有のＮｏ．７信号方式の料金に関するメッセー� （ただし、

呼課金の計算、または、課金記録を生成する,ﾈ%ﾍはないかもしれない）時に使用されるが、ＳＣＦの指示に

より当該呼のユー��課金を非課金とする目的で使用される。▲ 







技別 19-112     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

について示す。 

 

▼ 

表２―１２－１／ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ 

各トリガから起動されるイニシャルＤＰ (Initial DP)ＩＦに含まれる情報要素 

 

トリガ 情報要素 



   第２編 付録 III  





技別 19-115     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

c) サービス制御局（ＳＣＰ） 

ＳＣＰは、ＩＮベースサービスを提供するために使用されるサービス論理プログ

ラム（ＳＬＰ）とデータを含む。ＳＣＰは信号網によってＳＳＰに接続される。サ

ービスの信頼性を改善し、ＳＣＰ間で分担する負荷を少なくするために、複数のＳ

ＣＰが同一のＳＬＰとデータを含むかもしれない。機能上、ＳＣＰはＳＣＦとＳＤ









 技別 19-119    



 技別 19-120



 技別 19-121





 技別 19-123    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 analysedInformation(3), 

 oCalledPartyBusy(5), 

 oNoAnswer(6), 

 oAnswer(7), 

 oDisconnect(9), 

 oAbandon(10) 

 } 

-- ＢＣＳＭ検出ポイントイベントを示す。イベントについての詳細な情報は本標準第２編を参照のこと。 

-- 発呼分析完了撚．２） 



 技別 19-124    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

ISDNAccessRelatedInformation {PARAMETERS-BOUND:bound} ::= OCTET STRING ( 

 SIZE(bound.&minISDNAccessRelatedInformationLength 

  ..bound.&maxISDNAccessRelatedInformationLength)) 

-- 着側ユーザ網インタフェースに関連する情報を示す。符号化はＮＴＴ－Ｑ７６３アクセス 

-- 転送パラメータを参照。 

LegID ::= CHOICE { 









 技別 19-128    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 ros-InformationObjects, 



 技別 19-129    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

-- 「Some Network Specific Indicator」と名付けられた拡張を追加する例である。 

-- 上記情報オブジェクトクラスを使った坦ｶ｠庫例�b 

-- 

-- 

 

--#H5賓w��b



 技別 19-130    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 





 技別 19-132    



 技別 19-133    



 技別 19-134    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 NUM-OF-CSS  4   

 NUM-OF-EXTENSIONS 1   

 NUM-OF-GENERIC-NUMBERS 3   

 NUM-OF-LEGS 2   

-- Ｔ－のYtﾀ ﾕR薐ﾐNUMd�"ﾕﾔﾂICQ�板SICQﾂﾕ��EE肘C4�XTt�%� 2 --4





 技別 19-136     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）

 opcode-sendChargingInformation 

 

FROM TTC-IN-CS2-operationcodes operationcodes 

 

 AssistingSSPIPRoutingAddress {}, 

 BCSMEvent  {}, 

 BearerCapability {}, 

 CalledPartyNumber {}, 

 CallingPartyNumber {}, 

 CallingPartysCategory, 

 CallingPartySubaddress {}, 

 CallSegmentID {}, 

 Cause {}, 

 ChargingEvent {}, 

 CorrelationID {}, 

 DestinationRoutingAddress {}, 

 EventSpecificInformationBCSM {}, 

 EventSpecificInformationCharging{}, 

 EventTypeBCSM, 

 EventTypeCharging {}, 

 ExtensionField {}, 

 ForwardCallIndicators, 

 GenericNumbers {}, 

 initialCallSegment, 

 ISDNAccessRelatedInformation {}, 

 ITCParameters {}, 

 LegID, 

 MiscCallInfo, 

 MonitorMode, 

 Reason {}, 

 ScfID {}, 

 SCIBillingChargingCharacteristics {}, 

 ServiceInteractionIndicatorsTwo, 

 ServiceKey, 

 TerminalType 

 

FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes 

 

 eTCFailed, 

 iTCFailed, 





 技別 19-138      ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）

 scfID   [8] ScfID { bound}   OPTIONAL, 

 extensions   [10] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)

 OF 

             ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 genericNumbers  [14] GenericNumbers { bound}  OPTIONAL, 

 serviceInteractionIndicatorsTwo [15] ServiceInteractionIndicatorsTwo OPTIONAL,  ... 

 } 

 

-- ＴＴＣ標準として拡張（extensions）パラメータの拡張フィールド（ExtentionField）に4.5節にて定義される -- connectExtensionを設定することが可能である。  continue OPERATION::= {   RETURN RESULT  FALSE  ALWAYS RESPONDS FALSE 





 技別 19-140     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）

-- 









 技別 19-144     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）





 技別 19-146     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）



 技別 19-147     ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）

 

RequestReportBCSMEventArg {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= SEQUENCE { 

 bcsmEvents  [0] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfBCSMEvents) OF 

            BCSMEvent {bound}, 

 extensions [2] SEQUENCE SIZE(1..bound.&numOfExtensions)   OF 

            ExtensionField {bound}   OPTIONAL, 

 ... 

 } 

 

-- 









 技別 19-151    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

複数ＣＳが存在する時の暫定パスおよび発／着レグに関する一般規則を以下に示す。但し、以下の規定は

暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションの解放条件（releaseCondition）パラメー

タにて発／着レグを有するＣＳ（最初のＣＳであれば、ＣＳｉｄ＝１）を指定した場合の規定である。 

暫定パス設定中／捕捉中の各種イベントに対するＳＳＦ側処理を以下に示す。 

(i)暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections）オペレーションによる暫定パス設定中、または暫定

パス捕捉後の着側パス設定中に発側から放棄された場合。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが設定されていれば、ＢＣＳ

Ｍイベント報告（EventReportBCSM）オペレーション及び（設定中／捕捉中）暫定パスを有するＣ

Ｓ数分のエンティティ解放完了（EntityReleased）オペレーションをＴＣ－終了にてＳＣＦに送信。 

－ 全ＣＳ内の暫定パスを解放し、発側－途中放棄（O_Abandon）ＤＰが要求されていなければ、空









 技別 19-155





 

 技別 19-157    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 ＳＳＦから受信したオペレーションの実行に関連する管理機能はＳＣＭＥによって実行される。ＳＣＭ

ＥはＳＣＭＥ－制御と複数のＳＣＭＥ ＦＳＭから構成される。 ＳＣＭＥ－制御は、機能エンティティ

アクセス管理（ＦＥＡＭ）とインタフェースすると同様に異なるＳＣＳＭ（すなわちＳＣＳＭ－ＳＳＦ）、

ＳＣＭＥ ＦＳＭそれぞれとインタフェースする。 

 ＳＣＭＥ－制御はＳＣＦ ＦＳＭ（例えばＳＣＳＭ－ＳＳＦ）の全てのインスタンスのためにＳＳＦと

のアソシエーションを維持する。 

 ＳＣＦ ＦＳＭのこれらのインスタンスは、ＳＣＦ関連イベントに同期、非同期的に生成される。これ

は、ＳＣＦ ＦＳＭオブジェクトの生成、起動及び維持のタスクを実行する単一のエンティティが必要で

あることを示している。 特に、ＳＣＭＥ－制御は、以下のタスクを実行する。 

 １） 他のＦＥからの入力メッセージを解釈し、対応ＳＣＳＭイベントへそれらを翻訳する。 

 ２） ＳＣＳＭ出力を他ＦＥへの適切なメッセージに翻訳する。 



 

 技別 19-158    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２）



 技別 19-159    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

17 詳細オペレーション手順 

17.3 活性化試験（ActivityTest）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.37 接続（Connect）手順 

17.37.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.37.1.1 パラメータ 

－ ルーチング対地アドレス（destinationRoutingAddress） 

このパラメータには、呼のルーチング先の着番号（ＮＴＴ－Ｑ７６２参照）が収められる。このパ





 技別 19-161    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

－ 理由表示（cause） 

特定エンティティの理由表示を示す。この理由は、その呼の今後の処理について決めるために



 技別 19-162    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 





 技別 19-164    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

  － 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory）  

    このパラメータは、付加ユーザ種別を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２付加ユーザ種別 信号情  



 技別 19-165    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 



 技別 19-166    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 







 技別 19-169    



 技別 19-170





 技別 19-172    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

 



 技別 19-173    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 













 技別 19-179    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 





 技別 19-181    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 







 技別 19-184    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

（２） 継続（Continue） 

・ 以下のＤＰにて中断している場合で、かつ発および着呼者が存在する場合のみを許容する。 

・ 応答 

（３） 暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection） 

・ 以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・ 発呼分析完了 

・ 情報分析完了 

・ 話中 

・ 無応答 

・ 本オペレーションにより生成要求する暫定パス数は暫定接続起動（I nitiateTemporaryConnections）オ

ペレーションにより生成要求する暫定パス数と合わせて最大１０までとする。 

（４） 暫定接続起動（InitiateTemporaryConnections） 

・ 以下のＤＰにて中断している場合のみを許容する。 

・ 発呼分析完了 

・ 情報分析完了 

・ 話中 

・ 無応答 

・ 本オペレーションにより生成要求する暫定パス数は暫定接続確立（EstablishTemporaryConnection）オ

ペレーションにより生成要求する暫定パス数と合わせて最大１０までとする。 

・ ＩＴＣ実行時の他暫定パスの存在は許容しない。 

（５） ＢＣＳＭイベント報告要求（RequestReportBCSMEvent） 

・設定されているＥＤＰへの同一条件での再設定（通知（Notification）を通知（Notification）で再設定）

は許容する。 

・設定されていないＥＤＰに対する解除（Transparent）は許容しない。 

・1.3(1)の条件を考慮したＥＤＰ設定を行わなければならない。 

（６） 課金情報送出高ｷる荷�ivX+x.俘設柎“IwF�+x.浪9-12ﾌ尊シ�㏍鍋eつ覇Vsqueｪ昔燥���)�許曜｡輦黷ﾄいるＥＤＯ��





 技別 19-186    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

の 2以上の最小値を付与しなければならない。 

規則 3：SCF からの 1オペレーションにて複数のコールセグメントを生成する場合、生成されるコールセグ

メントの順番に従って(オペレーションに設定されるパラメータの順序で規定されるコールセグメント

生成順序に従って)、規則 2が保証されなければならない。 

 

１．６  その他制約条件 

（１）ＢＣＳＭ動作中のコールセグメントが存在する時、ＳＣＰからの制御は非許容。 

（２）通信中状態で捕捉中の暫定接続が残存してはならない。 

２． ＳＳＦ／ＣＣＦでの異常時の処理規定 

２．１ 各種異常信号に対する処理規定 

（１）ＲＥ、ＲＥＪＥＣＴ以外のコンポーネントを有するＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ信号受信時 

・先頭のコンポーネントにてＲＥまたはＲＥＪＥＣＴ要因が検出された場合、先頭コンポーネントに対するＲ

Ｅ／ＲＥＪＥＣＴをＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥにて送信。後続コンポーネントは破棄。タイマＴssf が動作中

であっても再設定はしない。 

・途中のコンポーネントにてＲＥまたはＲＥＪＥＣＴ要因が検出された場合、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴ送信し、

関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は.２．３項に従う。 

（２）ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ（ＲＥ）、ＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ（ＲＥＪＥＣＴ）受信時 

・ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴを送信し、関連インスタンスを解放。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

（３）コンポーネントを持たないＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ信号受信時 

・受信信号を破棄し、対話を継続。タイマＴssf が動作中であっても再設定はしない。 

（４）ＲＥ、ＲＥＪＥＣＴ以外のコンポーネントを有するＴＣ－ＥＮＤ信号受信時 



 技別 19-187    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 

に対処する。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが一つのみなら ば、ＴＣ－Ｕ－ＡＢＯＲＴをＳＣＦへ送信し、

対話を解放する。残存パスに対する後続処理は２．３項に従う。 

　放す、



 技別 19-188    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．２） 



 技別 19-189    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 

 

第１編 総論 

 

1. 概説 

 本標準において、「ＩＮ能力セット１」とは、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｑ１２１８－ｂにて規定する「能力セット１」

を示す。また、本標準において、「ＩＮ能力セット２」とは、3.1.1 節に記述されている「信号網接続によるサー

ビス提供形態１」の形態により、4章に記述される機能をサポートするために必要な能力であり、その仕様は、 

(1)ＩＮの一般的概念を含むＩＴＵ－Ｔ勧告 能力セット２からの必要箇所のダウンストリーム 

(2)ＴＴＣ特有追加部分の記述 

▼(3)ＮＴＴ特有追加部分の記述▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲を規定していない】 

から構成される。 

 

1.1 標準参考文献 

 

 以下のＩＴＵ－Ｔ勧告と他の参考文献は、本標準を通して参照され、本標準および本標準の付録の規定を構成す

る規定を含む。本標準が採択された際に、示されている参考文献の版が有効であった。この参考文献に含められた

すべての勧告および他の資料は、将来改訂を受けることを考慮し、本標準のすべてのユーザーは、ＳＧ１１以外の

ＳＧまたは団体が、将来決定する参考文書の変更が、本標準の修正規定として自動的に適用されないことに注意す

べきである。 

 

- ＩＴＵ－Ｔ勧告 X.680 (1994) | ISO/IEC 8824-1:1994, Informai。 X.680 (1994) | �SO/IEC 8824-1:1994, Inf/rmai。 

べきである。 

 



 技別 19-190    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

- ＮＴＴ－Ｑ７１４ ＳＣＣＰ仕様 ＳＣＣＰ手順 

- ＮＴＴ－Ｑ７６２ ＩＳＵＰ仕様 信号と信号情報の機能概要 

     -    ＮＴＴ－Ｑ７６３ ＩＳＵＰ仕様 フォーマットおよびコード 

- ＮＴＴ－Ｑ７７１ ＴＣ仕様 トランザクション機能の機能内容 

- ＮＴＴ－Ｑ７７２ ＴＣ仕様 トランザクション機能情報要素定義 

- ＮＴＴ－Ｑ７７３ ＴＣ仕様 トランザクション機能のフォーマットと符号化 

- ＮＴＴ－Ｑ７７４ ＴＣ仕様 トランザクション機能手順 



 技別 19-191    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

2.2 本標準の範囲 

 本標準は、以下の範囲で規定している。 

(1)網間における、信号網接続によるサービスを規定する。 

(2)網内の動作については、本標準の範囲外である。 

▼(3)サービス提供事業者のユーザ課金機能についての事項は取り扱わない。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

2.3 定義及び用語  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.1 信号網接続  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

2.3.2 サービス機能  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

2.3.3 網Ａ 

 ▼信号網接続によるサービスの起動を通知し、信号網接続により網Ｂと連携してサービスを提供する網を示す。

本標準においては、当社網を指す。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

2.3.4 網Ｂ  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

  

3. 基本的考え方  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4. 信号網接続機能の定義 

4.1 網間に要求されるサービス機能 

 サービス機能は、信号網接続によるサービスを実現するために要求される機能であり、以下の１０の機能を定義

する。 

 

(1)番号翻訳機能 

 このサービス機能は、網Ａからの問い合わせに対し、網Ｂがダイヤルされた番号から着信番号を展開し、



 技別 19-192    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

このトリガ条件を割り当てるダイヤル番号には網Ａでダイヤル番号毎に事前に登録を行う。▲ 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

(2)イベント通知機能 





 技別 19-194    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 

(9)網Ｂからの課金関連指示機能 













 技別 19-200    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

    － ＰＩＣ１で記述されている発側－途中放棄(O_Abandon)。この場合、相当するＤＰでイベントを認識す

ることができる。（発側－途中放棄(O_Abandon)ＤＰ） 

 

コメント：ダイヤル終了を決定するため、番号分析が要求される。しかしこの分析は、ＰＩＣ３（情報分析）

で起動する残りの番号分析から分割できるようモデル化されてもよいと想定できる。これらは、インプリメン

トを制限することを意図するものではない。 

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▽△を規定している】 

▽しかし、交換機は閉域番号計画のために記述された分割可能な外観図を、外部に提供すべきである。（注１）

△ 

 



 技別 19-201    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 



 技別 19-202    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

機能： 



 技別 19-203    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

  c) 相互関係 － 設定されたＤＰに遭遇し、ＤＰ判断基準が満たされた場合、ＳＳＦは相互関係を介して情

報フローを提供してよい。 



 技別 19-204    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

るために、ＢＣＭは、ＤＰ判断基準処理の間、以下の一連の規則を適用すべきである。 

 





 技別 19-206    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

6. サービス制御機能(ＳＣＦ)モデル 

6.1 概要 



 技別 19-207    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 



 技別 19-208    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 





 技別 19-210    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

ＳＳＦ事後条件： (1) ＴＤＰ－Ｒの検出により、基本呼処理はＤＰで中断され、制御相互関係が確立され

ている。 

ＳＣＦ事前条件： なし。 

ＳＣＦ事後条件： (1) ＳＬＰＩが起動された。 

(2) ＴＤＰ－ＲまたはＥＤＰ－Ｒに対して、ＳＳＦ指示が準備中である。 

 



 技別 19-211    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

課金対象者 (Party To Charge) （Ｍ） 

 

d. ＦＥモデルへのマッピング 

このＩＦは、ある二者間の呼セグメントに対するＳＣＦ－ＳＳＦ間の既存の制御相互関係のコンテキストに適用

される。 

 

12.4.3.78 暫定接続起動 (Initiate Temporary Connections)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.79 呼セグメント併合応答 (Merge Call Segments Response) 【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.3.80 レグ移動応答 (Move Leg Response)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

12.4.4 ＳＳＦ／ＣＣＦからＳＣＦへの情報フローの情報要素の説明 

12.4.4.2 付加発番号 (Additional Calling Party Number)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

12.4.4.4 全呼セグメント (All Call Segments)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 



 技別 19-212    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

12.4.4.74 レグＩＤ (Leg ID)   【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 





 技別 19-214    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 





 技別 19-216    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 



  技別 19-217    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 









 技別 19-221    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 





 技別 19-223    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 



 技別 19-224    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

-- ＩＮＡＰに無関係であり、ＡＳＮ．１タグはパラメータを識別するためには十分である。 



 技別 19-225    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 }, 

 oAbandon[21] SEQUENCE { 

 abandonCause[0] Cause {bound} OPTIONAL, 

 ... 

 }, 

 } 

-- イベントに特有な呼関連情報を示す。 

-- ▼接続時間(connectTime)は、着信者から応答表示を受信してから発側－切断(ODisconnect)イベントで 

-- コネクションを解放するまでの間の期間を示す。 

-- 接続時間(connectTime)の単位は１００ミリ秒である。 





 技別 19-227    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 messageType[0] ENUMERATED { 

  request(0), 

  notification(1) 

  }, 

dpAssignment [1] ENUMERATED { 

  individualLine(0), 

  officeBased(2) 

 }OPTIONAL 

 } 

-- 検出ポイント関連情報を示す。 

 

MonitorMode::= ENUMERATED { 



 技別 19-228    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 

 





 技別 19-230    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

-- を参照。    

TtcContractorNumber {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING  

       (SIZE (bound.&minTtcContractorNumberLength..bound.&maxTtcContractorNumberLength))  

-- 契約者番号を示す。符号化についてはＮＴＴ－Ｑ７６３契約者番号  

--- パラメータを参照。  

 

TtcChargeAreaInformation {PARAMETERS-BOUND : bound} ::= OCTET STRING (SIZE  

 

Qlmbd QlmbdPtc



 技別 19-231    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

-- 解放条件を示す 

-- 定数範囲の定義は以下の通りである。 

minCauseLength INTEGER ::= 2 

 

END 

 

4.2 エラー型  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.3 オペレーションコード  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

4.4 エラーコード  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

4.5 クラス 

TTC-IN-CS2-classes {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) 

 modules(0) in-cs2-classes (4)  version5(4)}  

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::= 

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 id-rosObject-scf, 

 id-rosObject-ssf, 

 ros-InformationObjects, 

 ssf-scf-Protocol, 

 datatypes 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) 

jt-q1228-b(2) modules(0) in-cs2-object-identifiers(7)  version5(4)}  

ROS-OBJECT-CLASS,  

Code  

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 ttcInCs2SsfToScfGeneric   

FROM TTC-IN-CS2-OM 

C9



 技別 19-232    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

FROM TTC-IN-CS2-datatypes datatypes;   

 

ssf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

INITIATES  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 RESPONDS { } 

 ID  id-rosObject-ssf } 

 

scf ROS-OBJECT-CLASS ::= { 

 INITIATES { } 

RESPONDS  { ttcInCs2SsfToScfGeneric }  

 ID  id-rosObject-scf} 

 

EXTENSION ::= CLASS { 

 &ExtensionType, 

 &criticality CriticalityType DEFAULT ignore, 

 &id Code UNIQUE  

 } 

WITH SYNTAX { 

 EXTENSION-SYNTAX &ExtensionType 

 CRITICALITY &criticality 

 IDENTIFIED BY &id 

 } 

 

-- クリティカリティ(criticality)がアボート(abort)で、拡張番号１として識別される BOOLEAN 型の 

-- 「Some Network Specific Indicator」と名付けられた拡張を追加する例である。 

-- 上

-- 

--uSom Networ Specifi IndicatoD 

--





 技別 19-234    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

TTCSupportedExtensions { PARAMETER-BOUND : bound } EXTENSION ::=  

 {   



 技別 19-235    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 &maxReasonLength INTEGER, 

 &minSCIBillingChargingLength INTEGER,



 技別 19-236    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING    &maxEventSpecificInformationChargingLength 



 技別 19-237    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-NUMBER 12 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS  1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-CALLING-PARTY-SUBADDRESS 21 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-CAUSE 34   

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-DIGITS 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-DIGITS 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-SPECIFIC-INFORMATION-CHARGING 140 -- 値は参考値である 

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 2 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-EVENT-TYPE-CHARGING 21 -- 値は参考値である  

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MINIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 3 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MAXIMUM-FOR-GENERIC-NUMBER 13 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 MINIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION 1 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

 -- ▼ 

 MAXIMUM-FOR-ISDN-ACCESS-RELATED-INFORMATION 80 -- 値は参考値である  

 -- ▲ 

 --【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 

 MINIMUM-FOR-REASON 1   

 MAXIMUM-FOR-REASON  1   

 MINIMUM-FOR-SCF-ID 1   

 MAXIMUM-FOR-SCF-ID 20   

--▼ 

 MINIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 9 -- ＮＴＴ－Ｑ７６３  

--▲ 

--【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは▼▲の規定が異なる】 

 MAXIMUM-FOR-SCI-BILLING-CHARGING 100 -- 値は参考値である  

 NUM-OF-BCSM-EVENT  7   

--▼  

 NUM-OF-CHARGING-EVENT 1  





 技別 19-239   ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

5. ＳＳＦ／ＳＣＦインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

5.1 オペレーションとアーギュメント 

 

TTC-IN-CS2-SSF-SCF-ops-args  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) 

in-cs2-ssf-scf-ops-args (5)  version5(4)} 

 

DEFINITIONS IMPLICIT TAGS ::=  

 

BEGIN 

 

IMPORTS 

 errortypes, datatypes, operationcodes, classes, ros-InformationObjects 

FROM TTC-IN-CS2-object-identifiers  

 {itu-t administration japan(440) isdn(102) inapl(3) jt-q1228-b(2) modules(0) 

in-cs2-object-identifiers(7)  version5(4)} 

 

 OPERATION 

 

FROM Remote-Operations-Information-Objects ros-InformationObjects 

 

 

FROM TTC-IN-CS2 classe, classe} 

 

{iCCsecﾏN 



 技別 19-240   ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 opcode-requestReportBCSMEvent, 

 opcode-sendChargingInformation 

 

%G�2��













 技別 19-246   ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 ... 

 } 



 技別 19-247   ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

   unexpectedDataValue | 

   unexpectedParameter 

   } 

 CODE  opcode-initialDP 

 } 

 

-- 方向: SSF -> SCF, タイマ: Tidp  



 技別 19-248   ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 ERRORS   {iTCFailed | 

   missingParameter | 

   parameterOutOfRange | 

   

   







 技別 19-251   ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 







 技別 19-254    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

11 ＳＳＦ応用エンティティ手順 

11.1 概要  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.2 モデルとインタフェース  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

11.3 ＳＳＦ ＦＳＭとＣＣＦ／保守機能間の相互関係  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 





 技別 19-256    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

－ 上記のようにオぺレーションが理解されないか、コンテキストの範囲外である場合（即ち、ＩＮ－ＳＳ





 技別 19-258    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 



 技別 19-259    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

ションを送出し、「空き（Idle）」状態に遷移する。 

 （「空き（Idle）







 技別 19-262    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 











 技別 19-267    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

     ・ 経由情報転送表示：設定。ただし、本フィールドはＳＳＦ側では参照しない。 

     ・ 事業者情報名：設定。但し、「ＳＣＰ事業者情報」のみ指定可。 

 

17.53.2 起動側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.53.3 応答側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

17.5  －ＣＳleンxGン止��臣・ 





 技別 19-269    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

  － 事業者情報転送（ttcCarrierInformationTransfer）  

    このパラメータは、事業者情報転送を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２事業者情報転送 信号情  

    報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

  － 付加ユーザ種別（ttcAdditionalPartysCategory）  

    このパラメータは、付加ユーザ種別を示す。ＮＴＴ－Ｑ７６２付加ユーザ種別 信号情  

    報参照。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

  － ＳＳＰ料金区域情報（ttcSSPChargeAreaInformation）  

    このパラメータは、ＳＳＰの料金区域情報を示す。  

    本パラメータは、ＴＴＣ独自追加として、拡張（extensions）パラメータに設定される。  

 

17.64.2  起動側エンティティ（SSF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.64.3  応答側エンティティ（SCF）  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.68 呼セグメント併合（MergeCallSegments）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.71 レグ移動（MoveLeg）手順      【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.89 呼解放（ReleaseCall）手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

17.9ａ{ｿ矩Sj�ンッﾊ殲欲磨冝iRquRstNMatftcmatioPCharaIgEovenl）手順 

 

17.8.71 *T欲j  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

jパラメーホ 





 技別 19-271    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ使用される。 

－ ＳＣＦ ＩＤ（scfID） 

「 Ｓ Ｃ Ｆ  Ｉ Ｄ （ scfID ） 」 は 「 ア シ ス ト Ｓ Ｓ Ｐ － Ｉ Ｐ ル ー チ ン グ ア ド レ ス

（assistingSSPIPRoutingAddress）」に含まれない場合にのみ使用される。 

－ 解放条件（releaseCondition） 





 技別 19-273    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

－一般的に、先行終了は、通信している双方のエンティティが、相手側のエンティティが先行終了を適用す

ることを明確に認識できるケースにのみ使用が許されなければならない。その他の全てのケースでは、基

本終了が用いられなければならない。△ 

 

18.1.1.2 異常手順  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

18.1.1.3 ダイアログ処理 

18.1.1.3.1 ダイアログ確立 

 ＩＮＡＰダイアログの確立は、3.1.3 節に記述された２つの応用プロセスを含む。その一つはダイアログ開始部

（dialogue-initiator）であり、もう一つはダイアログ応答部（dialogue-responder）である。 

 ＡＣネゴシエーションは、全ての物理エンティティおよび／あるいは全てのネットワークにおいてサポートさ

れていないかもしれない。 

 この処理は以下に挙げる信号によって実行される。 

－ダイアログ開始部からのＴＣ－開始要求プリミティブ 

－応答側で生起するＴＣ－開始指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－終了指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｕ－アボート指示プリミティブ 

－開始側で生起するＴＣ－Ｐ－アボート指示プリミティブ 

 

ＴＣ－開始要求プリミティブの曹ｴ"�

 ＴＣ－開錆要求プリミティブ�曹ｶゃOIに｜ＳgpＣbﾅぢＡを廝およＱ先ﾖばならミ轟ー]ﾅ絜禔㎝盾sﾍー宍

【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂでは�ス�@汲墲ｵていない】 









 技別 19-277    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 





 技別 19-279    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

動作中オペレーションに影響を与えない（すなわち、結果応答またはエラー応答問題を示している）ＴＣ－















 技別 19-286    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

-- 本パラメータは網運用者特有に規定される。SEQUENCE 型での規定は例である。 

 

TTCSpecificChargeEvent {PARAMETERS-BOUND-1:bound1, PARAMETERS-BOUND:bound} ::= SEQUENCE { 

 ttcCarrierInformationTransfer  [0] TtcCarrierInformationTransfer{bound} OPTIONAL, 

  ttcAdditionalPartysCategory [1] TtcAdditionalPartysCategory {bound} OPTIONAL, 



 技別 19-287    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

-- ＴＴＣ特有の課金イベント種別を示す。 

 

-- NOSpecificETChg ::= SEQUENCE { } 



 技別 19-288    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

 

ttcSpecificBoundSet1 PARAMETERS-BOUND-1 ::= 

-- ▼ 

{ 

MAXIMUM-FOR-TTC-CHARGE-INFORMATION-DELAY 2 -- 値は参考値である 

NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-ESIC$U1S NUM-OF-TTC-NO-SPECIFIC-PARAMETER-D-CGY-1値は参考値である 



 技別 19-289    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

第４編  補足資料１  ＩＮＡＰインタフェースによる当社網内ＳＳＰとの接続条件 

 

本補足資料は、当社網とのＩＮＡＰインタフェースによる信号網接続において保証されるべきＳＣＦからの制



 技別 19-290    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 





 技別 19-292    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

１．６  その他制約条件 

（１）ＢＣＳＭ動作中のコールセグメントが存在する時、ＳＣＰからの制御は非許容。 

 （２）通信中状態で捕捉中の暫定接続が残存してはならない。 

２． ＳＳＦ／ＣＣＦでの異常時の処理規定 

２．１ 各種異常信号に対する処理規定 

（１）ＲＥ、ＲＥＪＥＣＴ以外のコンポーネントを有するＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥ信号受信時 

・先頭のコンポーネントにてＲＥまたはＲＥＪＥＣＴ要因が検出された場合、先頭コンポーネントに対するＲ

Ｅ／ＲＥＪＥＣＴをＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥにて送信。後続コンポーネントは破棄。タイマＴssf が動作中

であっても再設定はしない。 



 技別 19-293    ＮＴＴ－Ｑ１２２８－ｂ（ＮＴＴ－ＣＳ２．３） 

解放し、解放した各ＣＳについてのエンティティ解放完了（EntityRelased）オペレーションをＴ

Ｃ－ＥＮＤで SCF へ送信する。 

・Ｔssf が満了した際に存在したＣＳが複数であり、Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳが指示待ち状

態であった場合、 Ｔssf が満了したＣＳについてのエンティティ解放完了（EntityRelased）オペ

レーションをＴＣ－ＣＯＮＴＩＮＵＥでＳＣＦへ送信する。 Ｔssf が満了したＣＳ以外のＣＳに

ついての関連するインスタンス及びリソースはそのまま保持する。 

 

２．３ 異常発生時の各種パスに対する後続処理 

・ＩＳＵＰのＡＮＭ信号を受信し、通話中となっている呼は継続する。ただし、応答ＥＤＰ－Ｒ中断中の

呼は解放する。 

・暫定パスが存在する場合は解放する。 

 

２．４ 信号クロス発生時のＳＳＦ／ＣＣＦ側処理 

・ＳＳＦ／ＣＣＦでは信号クロスが発生したい�しない。即ち、信号クロス用の特殊な条件は規

定せず、許容されている信号シーケンスであればそのまま実行され、許容されない$？・ﾐ,ﾀ

項の処理を行うのみである。 

 

鯛ｪT編 インテリジェントネットワーク定義で使われた用語解説  【ＪＴ－Ｑ１２２８－ｂに準拠する】 

 

付属資料Ａ 再開通知処理�

 

 

 




